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5
24

SUN

郷土博物館で「日本遺産コンサートat忍城」が開催され
ました。この催しは県内で唯一の日本遺産である足袋蔵の
まち行田の魅力を広めるため、行田市日本遺産推進協議
会、株式会社清水アーネットなどの主催で実現したもの。
参加者は、学芸員による日本遺産構成文化財資料など

の解説と、日本フィルハーモニー交響楽団アンサンブルに
よるクラシック曲などの演奏という異例のコラボレーショ
ンを楽しみました。

古代蓮の里で「ホタル観賞×星空観望会」が開催されました。ホタルの川周辺で
行われた古代蓮の里ホタルの会との共催による鑑賞会では、午後7時を過ぎると、
一つ、また一つとホタルの光が黄色く輝き、集まった人たちは約100匹のホタル
が飛び交う幻想的な光景を楽しみました。
また、SUBARU天文部との共催による星空観望会では、スマート望遠鏡を使っ
た天体観測がバーベキュー広場で行われた他、古代蓮会館内には天体写真も展示
され、参加者はホタルの光と星空が織りなす特別な夜のひとときを満喫しました。

6 7
SAT SUN

6
13 14

SAT SUN

6

日本遺産コンサート
at 忍城

5
26

TUE

総合福祉会館「やすらぎの里」で令和8年度子育てサ
ポーター養成講座開校式が開催されました。
当日は埼玉県家庭教育振興協議会の大塚成穂さんによ

る開校記念講演が行われました。弾き語りを交えながら語
られた、大塚さんが子どもたちと触れあう中で感じた教員
時代の喜びや難しさなどに、参加者たちは真剣に耳を傾
け、改めて子どもたちとの向き合い方を考えていました。

ホタル観賞×星空観望会 田んぼアート米づくり体験事業

子育てサポーター
養成講座開校式

古代蓮の里東側の田んぼで、2日間で延べ1,000
人による田植えが行われました。
13日は584人のボランティアの他、市内小学生
94人が参加し、背景部分やひもで分けられたエリア
に4種類の苗を丁寧に植えていました。
また、14日には一般参加者322人が参加。ぬか

るんだ田んぼに足が沈み込み、思わず悲鳴を上げな
がらも、普段ではあまり経験することがない田植え
を楽しんでいました。
参加者らは、それぞれ自分の植えた場所を確認し

ながら、大きなキャンバスに描かれる完成後の姿に
想像を膨らませていました。


